
本
年
１
月
、
高
知
市
教
育
研
究
会

保
健
体
育
部
会
研
究
部
長
で
あ
る
本

校
の
保
健
体
育
科
主
任
と
武
道
の
必

修
化
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。

筆
者
は
全
日
本
空
手
道
連
盟
が
組
織

し
た
中
学
校
武
道
手
引
き
作
成
研
究

会
（
以
下
、
作
成
研
究
会
）
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
空
手

道
の
授
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ

た
と
こ
ろ
、
今
年
度
、
１
・
２
年
生

を
対
象
に
授
業
を
実
践
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

（
１
）
授
業
の
ね
ら
い

授
業
を
行
う
前
に
、
そ
の
ね
ら
い

を
明
確
に
す
る
た
め
、
生
徒
に
対
し

て
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
空

２授
業
の
実
践

１は
じ
め
に

手
道
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
調

査
で
多
か
っ
た
回
答
は
、

「
か
っ
こ
い
い
」「
身
を
守
る
」

「
や
っ
て
み
た
い
」「
な
ぐ
っ

た
り
、
け
っ
た
り
す
る
」

「
痛
そ
う
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
回
答
か
ら
、
空
手

道
に
興
味
を
も
つ
生
徒
が
い

る
も
の
の
、
メ
デ
ィ
ア
の
影

響
な
ど
に
よ
っ
て
、
相
手
と

の
接
触
に
よ
る
危
険
性
や
、

興
行
の
「
空
手
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
も
つ
生
徒
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
校
の
授
業
の

ね
ら
い
は
、
学
習
指
導
要
領

の
内
容
に
沿
う
こ
と
を
前
提

と
し
て
、「
空
手
道
の
正
し

い
知
識
と
安
全
面
で
の
配

慮
」
と
「
礼
法
」
を
重
点
に
置
く
こ

と
と
し
た
。

○
「
空
手
道
の
正
し
い
知
識
と
安
全

面
で
の
配
慮
」
に
つ
い
て

作
成
研
究
会
で
は
、
空
手
道
を
学

ぶ
意
義
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
空
手
道
固
有
の
楽
し
さ
や
喜
び
に

触
れ
る

・
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を
身
に
付

け
る

・
心
身
の
健
全
な
育
成
を
目
指
す

こ
の
３
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
本

校
の
授
業
で
は
、「
空
手
道
は
、
沖
縄

に
お
い
て
、
我
が
国
独
自
の
徒
手
空

拳
の
武
術
と
し
て
発
展
し
、
国
内
に

普
及
す
る
過
程
に
お
い
て
日
本
古
来

の
武
道
の
精
神
を
継
承
し
な
が
ら
、

術
か
ら
道
に
発
展
し
た
我
が
国
固
有

の
武
道
で
あ
る
」
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
し
て
、「
空
手
に
先
手
な
し
」
と
い

わ
れ
る
空
手
道
固
有
の
考
え
方
や
行

動
の
仕
方
に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
授
業

中
の
安
全
面
で
の
ル
ー
ル
と
、
覚
え

シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて箚

103 月刊「武道」 2010. 10 1022010. 10 月刊「武道」

中
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
い
、
平
成
24
年
度
よ
り
、
中
学

１
・
２
年
の
保
健
体
育
の
授
業
で
武
道
が
必
修
と
な
る
。
ま
た
、
学
習

指
導
要
領
の
「
内
容
の
取
扱
い
」
で
は
、
現
行
ど
お
り
「
地
域
や
学
校

の
実
態
に
応
じ
て
、
な
ぎ
な
た
な
ど
の
そ
の
他
の
武
道
に
つ
い
て
も
履

修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
条
件
が
整
え
ば
、
保
健
体
育
科

で
空
手
道
の
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
空
手
道
の
授
業

実
施
に
あ
た
り
、
現
在
、
日
本
武
道
館
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
、
日
本

武
道
協
議
会
の
支
援
を
受
け
て
、
筆
者
を
含
め
、
中
学
校
関
係
者
お
よ

び
有
識
者
に
よ
る
空
手
道
指
導
法
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

空
手
道
授
業
の
実
践
報
告
と
必
修
化
の
課
題

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
箚

こ
の
よ
う
な
中
、
本
校
で
は
管
理
職
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
の
理
解
の
も

と
、
空
手
道
の
授
業
を
実
践
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

す
る
。

高
知
県
高
知
市
立
青
柳
中
学
校
教
諭

野
中
　
史
子
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た
技
を
授
業
以
外
の
場
で
む
や
み
に

使
わ
な
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
指

導
し
た
。

○
「
礼
法
」
の
指
導
に
つ
い
て

日
本
武
道
協
議
会
の
「
中
学
校
武

道
必
修
化
各
道
共
通
指
導
内
容
」
に

よ
れ
ば
、「『
礼
』
の
実
践
」
な
ら
び

に
「
武
道
は
『
礼
』
に
始
ま
り
『
礼
』

に
終
わ
る
」
と
い
う
２
点
の
内
容
を

共
通
指
導
項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
礼
に
つ
い
て
は
、「
相
手
を
尊

重
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
、
自

分
を
律
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、

心
の
中
で
思
う
だ
け
で
な
く
、「
礼
」

と
い
う
動
作
を
実
践
し
、
自
分
の
心

を
相
手
に
伝
え
た
い
と
し
た
。
そ
し

て
、
何
事
も
「
あ
た
り
ま
え
」
と
思

わ
ず
、
日
頃
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を

も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
一
回
一
回
の
礼
は
、
心

を
込
め
て
行
う
こ
と
を
指
導
し
た
。

（
２
）
授
業
計
画

本
校
で
は
今
年
度
、
武
道
と
ダ
ン

ス
を
各
学
年
４
時
間
の
計
画
で
行
っ

て
い
る
。
空
手
道
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
作
成
研
究
会
で
作
っ
た
手
引
き

の
「
指
導
と
評
価
の
計
画
」（
資
料
１
）

を
参
考
に
本
校
の
実
態
に
即
し
た
指

導
案
の
検
討
を
保
健
体
育
科
教
諭
と

行
っ
た
。
１
学
期
に
は
す
で
に
１
年

生
全
員
を
対
象
と
し
て
体
育
科
教
諭

２
人
と
、
２
ク
ラ
ス
合
同
（
生
徒
数

約
50
名
）
で
男
女
共
習
の
授
業
を
実

践
し
た
。

全
４
時
間
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま

ず
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
１

時
間
目
は
講
義
を
行
い
、
事
前
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
報
告
、
空
手
道

の
歴
史
、
特
性
、
技
能
（
基
本
・
応
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学習１
オリエンテーション
・空手道の学習の仕方や練習方法を学ぶ。
・空手道に対する興味・関心を高める。
学習活動
・学習ノート、授業の流れ、約束事
項の説明

・空手道の歴史や特性の学習
【技能の内容】
　礼法、立ち方、進退動作、
　体ほぐしの運動

学習２
空手道に必要な基本動作と技を身に付けて
楽しむ
・空手道に必要な基本動作を身に付ける。
・繰り返しの回数が多くならないように
し、２人組で動きに変化をつける。
・段階を追って技能を高める。
・受け技・攻撃技と基本動作を関連付けて
身に付ける。
学習活動
・個人技能を高める練習、相対での
練習

【技能の内容】
　単独→相対での受け技と基本動作、
攻撃技と基本動作、体ほぐしの運
動

学習３
身に付けた技能を用いて、個人形を工夫し
て楽しむ
・段階を追って技能を高める。
・３人～５人組による練習、見取り稽古に
より課題を確認し、練習方法を工夫する。
・空手道の実際の動きに必要な新しい技能
を身に付ける。

学習活動
・個人技能を高める練習、３人～５
人組での練習

【技能の内容】
　自由練習・簡易の試合、体ほぐし
の運動

まとめ
学習のまとめ
・個人形の発表会を通して技のポイントと
自分の課題を整理し、技術的な理解を深
める。
・個人ノートの記録をもとに、学習を振り
返り、まとめをする。

①礼儀正しい態度
で関心をもって学
習に臨み、空手道
を学ぼうとする。
（観察）

②新しい技を習得
する喜びを味わ
い、空手道を楽し
もうとする。
（観察、学習ノート）

②新しい技を習得
する喜びを味わ
い、空手道を楽し
もうとする。
（観察、学習ノート）
③練習や簡易な試
合において、ルー
ルや禁止事項を守
り、自他の安全に
留意して行動しよ
うとする。
（観察、学習ノート）

①礼儀正しい態度
で関心をもって学
習に臨み、空手道
を学ぼうとする。
（観察、学習ノート）

①技を習得するた
めの課題を見付
け、練習や試合の
仕方を選択してい
る。
（観察、学習ノート）

②仲間と協力し、
考え、教えあいな
がら、課題の解決
に向けた方法を見
付けている。
（観察、学習ノート）
③形の演武を通し
て自分の課題を発
見している。
（観察、学習ノート）

①受け技と関連す
る基本動作ができ
る。
（観察）
②攻撃技と関連す
る基本動作ができ
る。
（観察）
③基本となる技を
施すことができ
る。
（観察）

③基本となる技を
施すことができ
る。
（観察）

③基本となる技を
施すことができ
る。
（観察）

①空手道の歴史や
特性、礼法の重要
性について書き出
している。
（学習ノート）

②基本動作の重要
性と方法について
言ったり書き出し
たりしている。
（観察、学習ノート）
③基本となる技の
名称をあげてい
る。
（観察、学習ノート）

③基本となる技の
名称をあげてい
る。
（観察、学習ノート）
④簡易な試合での
試合方法やルール
について言ったり
書き出したりして
いる。
（観察、学習ノート）

①空手道の歴史や
特性、礼法の重要
性について書き出
している。
（学習ノート）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

学習のねらいおよび学習活動
時　

数 関心・意欲・態度 思考・判断

学習における具体の評価基準・評価方法

運動の技能 知識・理解

（資料１）指導と評価の計画

一回一回の礼は、心を込めて行うことを指導した



用
・
発
展
）
の
紹
介
、
道
衣
の
着
方
、

た
た
み
方
、
帯
の
結
び
方
な
ど
を
伝

え
た
。

２
〜
４
時
間
目
は
実
技
を
行
い
、

礼
法
（
道
場
へ
の
出
入
り
・
立
礼
・

座
礼
）
の
実
践
、
技
能
（
立
ち
方
、

突
き
、
受
け
、
蹴
り
）
の
学
習
、
補

強
運
動
な
ど
を
行
っ
た
。
資
料
２
に

２
時
間
目
の
授
業
例
を
紹
介
す
る
。

（
３
）
安
全
面
に
つ
い
て

「
易→

難
」、「
遅→

速
」、「
低→

高
」、

「
弱→

強
」、「
単
独→

相
対
」、「
そ
の

場→

移
動
」、「
基
本→

応
用
」
と
い

う
よ
う
な
段
階
を
追
っ
た
指
導
を
徹

底
し
、
け
が
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
留

意
し
た
。
ま
た
、
毎
時
間
の
授
業
の

中
で
、
活
動
中
と
活
動
の
前
後
に
、

「
相
手
を
尊
重
し
た
態
度
で
技
を
出
す

こ
と
」「
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
」
な

ど
、
声
が
け
を
行
い
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
安
全
に
関
す
る
注
意
を
意
識

し
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
心
が
け

た
。

（
４
）
授
業
の
効
果
と
感
想
に
つ
い
て

空
手
道
の
授
業
後
、
大
勢
の
生
徒

か
ら
「
次
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
す

か
」
と
質
問
さ
れ
る
な
ど
、
次
の
授

業
へ
の
意
欲
と
期
待
が
感
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
授
業
前
よ
り
も
「
大
き
な
声

で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
生

徒
が
増
え
た
」
と
い
う
感
想
を
他
の

教
諭
か
ら
い
た
だ
い
た
。
保
健
体
育

科
主
任
か
ら
は
、「
空
手
道
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
効
果
が
期
待
さ
れ
、
教

材
と
し
て
も
大
変
よ
い
」
と

好
評
で
あ
っ
た
。

具
体
的
な
生
徒
の
感
想
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

▽
気
合
い
を
入
れ
て
、
声
を

出
す
の
が
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。

▽
空
手
を
や
っ
て
み
て
、
見

た
感
じ
で
は
簡
単
そ
う
だ

っ
た
け
ど
、
や
っ
て
み
る

と
け
っ
こ
う
難
し
く
て
、

や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

▽
新
し
い
技
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。

次
回
も
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。

▽
友
だ
ち
と
協
力
で
き
て
、
楽
し
か

っ
た
。

▽
一
生
懸
命
や
る
大
切
さ
が
わ
か
っ

た
。

▽
あ
い
さ
つ
や
あ
り
が
た
さ
を
知
っ

た
。
け
り
技
は
で
き
る
が
、
あ
ま

り
足
が
伸
び
て
い
な
い
。
で
も
、

楽
し
か
っ
た
。

▽
あ
ま
り
や
る
こ
と
の
な
い
経
験
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
最
初
は
、

武
道
が
好
き
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、

け
っ
こ
う
楽
し
か
っ
た
で
す
。

▽
今
ま
で
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
よ

か
っ
た
で
す
。

▽
体
育
で
空
手
を
や
っ
て
み
る
と
、

心
が
落
ち
着
い
て
、
集
中
で
き
て

や
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。

（
５
）
授
業
後
の
協
議

授
業
後
、
保
健
体
育
科
教
諭
と
行

っ
た
協
議
で
は
、「
生
徒
が
『
楽
し
か

っ
た
』
と
い
う
だ
け
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
授
業
を
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１集合、整列→礼
２出欠確認、健康観察
３学習内容の確認
４準備運動

５礼法（立礼、座礼）

６立ち方

７立ち方じゃんけん

８突き

９新聞紙による突きの体験

10座礼

○空手道の運動に適した体ほぐしを
行うよう工夫する。

○礼の意義について理解させ、常に
相手を尊重する態度で空手道の学
習に臨むようにさせる。心を静め、
粗暴な行為を防ぐなど安全面から
も礼法を重視して指導する。

○３つの立ち方を説明する。
　結び立ち
　前屈立ち
　四股立ち
○２人で向かい合わせの２列にな
り、「立礼」し、結び立ち、前屈立ち、
四股立ちでじゃんけんをする。
じゃんけんが終わったら、反時計
回りで相手を変える。

○握り方、突き方を説明する。
　（声を出させる）
○１人に１枚ずつ配布し、３回チャ
レンジさせる。（ペア練習）

○次時の内容を知らせる。

礼儀正しい態度で、関心を持って学
習に臨み、空手道を学ぼうとする。
（観察）

立ち方を知る。
（観察）

立ち方を習得し、その動作をするこ
とができる。
（観察）

基本動作ができる。
（観察）
新しい技を習得する喜びを味わい、
空手道を楽しむことができる。
（観察、アンケート）

１．単元名　「空手道」
２．単元の目標
（１）技ができる楽しさや喜びを味わい、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、基本形を演

武することができる。
（２）空手道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役

割を果たそうとすることや、技を当てないなど健康・安全に気を配ることができるようにする。
（３）空手道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解し、課題に

応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。
３．本時の目標
（１）空手道を学ぶことで、武道に親しむ。
（２）授業での約束事項を確認し、生徒が見通しを立てて学習できるようにするとともに、安全への配慮について

意識させる。
４．学習展開

日　時　平成 22 年４月 28 日（水）第５校時
授業者　太田真介
　　　　下元美樹
　　　　野中史子
学　級　１年１、２組（男子 23 名、女子 26 名）

学習内容と活動 指導上の留意点 評価基準、評価方法

導
入
15
分

５
分

展　
　

開　
　

30　
　

分

（資料２）第１学年　保健体育科学習指導案（２/４時間目）

拳の握り方の一斉指導

立ち方の指導（舞台上、筆者）



よ
う
な
機
会
が
あ
る
こ
と
を
全
国
の

中
学
校
の
保
健
体
育
科
教
諭
に
知
っ

て
も
ら
い
、
興
味
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
回
の
実
践
で
は
、
多
く
の
成
果

が
得
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
特
に
感
じ

た
こ
と
は
、
保
健
体
育
の
武
道
の
授

業
で
空
手
道
を
採
用
し
て
も
ら
う
に

は
、
ま
ず
前
述
し
た
よ
う
な
空
手
道

の
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
現
場
の
先
生
方
に

４お
わ
り
に

は
、
空
手
道
は
基
本
を
し
っ
か
り
と

守
れ
ば
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

相
手
を
尊
重
し
、
克
己
の
心
を
育
て

る
な
ど
の
高
い
教
育
効
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
を
是
非
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
。

実
際
の
授
業
は
、「
武
道
に
親
し
む
」

こ
と
か
ら
始
め
、
段
階
的
に
そ
の
本

質
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
だ

と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
毎
時
間
、
生

徒
が
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

授
業
内
容
と
な
る
工
夫
も
必
要
で
あ

ろ
う
。

全
国
的
に
は
ま
だ
授
業
の
実
践
例

が
少
な
い
も
の
の
、
今
回
紹
介
し
た

よ
う
な
取
り
組
み
を
多
く
宣
伝
・
発

表
し
て
い
く
こ
と
で
、
武
道
の
授
業

に
お
い
て
空
手
道
を
採
用
す
る
学
校

が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
筆
者
自
身
、
引
続
き
授
業
づ
く

り
と
実
践
、
改
善
に
努
め
な
が
ら
、

「
空
手
道
の
授
業
が
し
た
い
」
と
生
徒

か
ら
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
魅
力
あ

る
授
業
を
探
求
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
参
考
資
料
】

日
本
武
道
館
・
全
日
本
空
手
道
連

盟
『
中
学
校
体
育
実
技
指
導
資
料

空
手
道
指
導
の
手
引
』
２
０
１
０

【
写
真
提
供
】

空
手
道
マ
ガ
ジ
ン
月
刊
Ｊ
Ｋ
Ｆ
ａ
ｎ

シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて箚
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す
す
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
」

「
こ
れ
ま
で
、
武
道
に
親
し
み
の
あ
る

生
徒
が
少
な
い
中
で
、
工
夫
し
て
空

手
道
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、

生
徒
の
表
情
か
ら
も
よ
い
成
果
が
出

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
」
と
い
う
助

言
・
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
今
後
の
授
業
改
善
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

空
手
道
を
授
業
と
し
て
導
入
す
る

利
点
は
、
３
つ
考
え
ら
れ
る
。
１
つ

目
は
何
と
い
っ
て
も
、
家
庭
・
学
校

の
経
済
的
な
負
担
が
少
な
い
こ
と
で

あ
る
。
空
手
道
の
授
業
は
、
体
操
服

で
も
十
分
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

防
具
を
は
じ
め
と
し
た
用
具
を
必
要

と
し
な
い
。
ま
た
、
２
つ
目
は
、
教

室
や
体
育
館
な
ど
で
も
指
導
で
き
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
必
修
化
に
あ
た

っ
て
は
、
武
道
場
の
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
空
手
道
は
場
所
を

３必
修
化
へ
の
現
状
と

課
題

問
わ
ず
、
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
つ
目
は
、
基
本
を
し
っ
か
り
と
守

れ
ば
安
全
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
空
手
道
の

練
習
は
、
技
を
直
接
当
て
な
い
こ
と

（
寸
止
め
）
を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
、

男
女
共
習
の
授
業
も
十
分
に
可
能
で

あ
る
。

以
上
が
、
空
手
道
の
授
業
を
行
う

利
点
で
あ
る
。
一
方
、
課
題
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
学
校
現
場
に

ど
の
よ
う
に
し
て
空
手
道
を
普
及
さ

せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
と
、
空
手

道
の
授
業
を
行
う
指
導
者
の
育
成
で

あ
る
。

学
校
現
場
に
空
手
道
を
普
及
さ
せ

る
に
は
、
先
に
述
べ
た
利
点
を
伝
え

る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
が
、
教
員

の
指
導
力
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修

会
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。

高
知
市
で
は
、
市
内
の
教
諭
が
自

主
的
に
会
員
と
な
り
、
定
期
的
に
研

究
会
を
開
い
て
い
る
。
８
月
24
日
に

は
、
25
名
が
参
加
し
、
筆
者
を
含
め

た
空
手
道
経
験
者
５
名
が
指
導
に
あ

た
り
、
実
技
講
習
会
を
行
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
道
衣
の
た
た
み
方
、
礼

法
、
新
聞
紙
・
タ
オ
ル
を
使
っ
た
突

き
・
蹴
り
の
練
習
、
形
の
指
導
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
８
月
27
〜
29
日
の
三
日
間
、

日
本
武
道
館
な
ら
び
に
全
日
本
空
手

道
連
盟
が
主
催
と
な
っ
て
、
武
道
必

修
化
に
特
化
し
た
研
修
会
（
第
１
回

全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
）
が
開

か
れ
た
。
筆
者
も
講
師
と
し
て
参
加

し
た
が
、
教
育
現
場
に
お
け
る
指
導

者
の
育
成
が
組
織
的
に
行
わ
れ
始
め

て
い
る
こ
と
や
、
参
加
者
の
関
心
の

高
さ
を
実
感
し
た
。
今
後
は
、
こ
の

1082010. 10 月刊「武道」

高知市で行われた空手道実技講習会の様子

第１回全国空手道指導者講習会の様子


